
３
月
５
日
(
土
)
、

カ
ン
ダ
コ
ア
テ
ク
ノ
座

間
営
業
所
に
て
Ｃ
Ｔ
座

間
分
会
結
成
大
会
を
午

前
６
時
か
ら
と
１
０
時

か
ら
の
２
回
に
分
け
て

開
催
し
ま
し
た
。
座
間

所
属
組
合
員
３
３
名
の

う
ち
、
１
９
名
出
席
、

委
任
１
３
名
、
欠
席
1

名
、
支
部
か
ら
は
上
村

執
行
委
員
長
・
石
塚
書

記
長
・
前
山
常
任
の
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
Ｃ
Ｔ
座
間
関

根
さ
ん
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
行
わ
れ
、
石
塚
書

記
長
か
ら
の
資
格
審
査

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
支
部
代
表
挨

拶
が
あ
り
上
村
執
行
委

員
長
よ
り
座
間
分
会
結

成
の
祝
意
と
労
働
組
合

の
大
事
さ
分
会
の
運
営
に

辺
り
み
ん
な
で
協
力
し
分

会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
話

と
現
在
の
ト
ラ
ッ
ク
業
界

が
抱
え
て
い
る
問
題
な
ど

の
話
が
あ
り
、
前
山
常
任

執
行
委
員
か
ら
支
部
の
２

２
春
闘
方
針
や
分
会
活
動
、

カ
ン
ダ
コ
ア
テ
ク
ノ
内
で

の
組
合
活
動
に
つ
い
て
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
関
根
さ
ん
よ
り

分

会
内
の
運
動
方
針
(
案
)
、

予
算
編
成
(
案
)
、
分
会

名
称
、
分
会
規
約
、
新
分

会
役
員
の
提
案
が
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
あ
と
、
質
疑
討
論

が
あ
り
組
合
員
よ
り
計
画

有
休
以
外
の
年
次
有
給
休

暇
取
得
に
つ
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
際
の
休
み
の
扱
い

や
職
場
の
人
材
不
足
な
ど
、

今
の
職
場
で
の
問
題
に
つ

い
て
発
言
と
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
案
の
採
決

が
行
わ
れ
、
全
て
の
議
案

が
賛
成
で
可
決
と
な
り
ま

し
た
。
最
後
に
新
役
員
紹

介
と
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、

関
根
信
孝
新
分
会
長
か
ら
、

わ
か
ら
な
い
状
況
か
ら
始

ま
る
が
知
恵
を
絞
り
良
い

分
会
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

ろ
う
と
話
が
あ
り
最
後
に

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い

分
会
結
成
大
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

最
後
に
、
本
日
の
結
成

大
会
に
よ
り
、
組
合
員
３

３
名
の
Ｃ
Ｔ
座
間
分
会
が

誕
生
し
カ
ン
ダ
コ
ア
テ
ク

ノ
内
で
は
組
合
員
が
１
２

３
名
に
な
り
ま
し
た
。

分
会
と
し
て
ま
た
１
番

組
織
人
数
の
多
い
職
場
に

な
り
ま
す
。

建
交
労
は
「
一
人
ひ
と

り
の
命
が
守
ら
れ
る
社
会

へ
、
賃
上
げ
・
雇
用
を
守

る
春
闘
を
展
開
し
よ
う
」

の
春
闘
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
岸
田
内
閣
の
暴
走
を

ス
ト
ッ
プ
し
、
国
民
本
位

の
政
治
に
展
開
す
る
国
民

的
共
同
を
広
げ
２
０
２
２

年
春
闘
の
た
た
か
い
を
す

す
め
「
建
交
労
３
・
２
中

央
行
動
」
と
し
て
位
置
づ

け
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

決
起
集
会
で
は
オ
ン
ラ
イ

ン
兼
用
で
８
０
名
が
参
加

し
、
神
田
支
部
か
ら
は
上

村
、
奥
貫
、
石
塚
、
松
崎

が
参
加
し
ま
し
た
。

「
業
種
部
会
の
決
意
表

明
」
で
は
ト
ラ
ッ
ク
部
会

の
代
表
と
し
て
上
村
副
部

会
長
が
決
意
表
明
を
行
い

「
労
使
の
取
り
組
み
と
し

て
適
正
運
賃
収
受
と
長
時

間
労
働
の
問
題
を
労
使
の

課
題
と
し
て
捉
え
、
２
２

春
闘
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
」
と
発
言
し
ま

し
た
。

午
後
か
ら
は
日
比
谷
野

音
に
て
全
労
連
・
国
民
春

闘
共
闘
決
起
集
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

ト
ラ
ッ
ク
部
会
と
し
て
２

０
名
が
厚
生
労
働
省
と
国

土
交
通
省
に
対
し
要
請
行

動
を
行
い
ま
し
た
。
厚
労

省
で
は
先
頭
に
「
労
働
者

Ｃ
Ｔ
座
間
分
会
役
員

分
会
長

関
根
信
孝

副
分
会
長

加
藤
英
樹

書
記
長

上
原
健
一

【
前
山
常
任
】

の
労
働
条
件
確
保
等
に
関

す
る
個
人
請
願
」
３
３
３

９
筆
を
提
出
し
、
交
渉
で

は
改
正
に
向
け
て
議
論
さ

れ
て
い
る
「
改
善
基
準
告

示
」
の
問
題
を
中
心
に
意

見
交
換
し
、
過
労
死
防
止

の
観
点
か
ら
、
休
息
時
間

11
時
間
以
上
の
確
保
を
す

る
よ
う
改
め
て
求
め
ま
し

た
。国

交
省
で
は
中
央
運
輸

労
使
協
議
会
に
て
集
約
し

た
「
ト
ラ
ッ
ク
の
安
全
・

安
心
で
魅
力
あ
る
ト
ラ
ッ

ク
運
輸
産
業
を
実
現
す
る

請
願
書
」
団
体
８
９
４
筆

・
団
体
７
３
1
６
筆
を
代

表
し
て
手
渡
し
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
で
あ
る
運
転

手
の
勤
務
時
間
、
乗
務
時

間
の
係
わ
る
基
準
(
国
土

交
通
省
告
示
1
３
６
５
号
)

に
つ
い
て
1
４
４
時
間
の

短
縮
を
求
め
ま
し
た
。

国
交
省
か
ら
は
、
改
善
基

準
告
示
改
正
の
内
容
を
踏

ま
え
見
直
す
方
向
で
検
討

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
初
め

て
示
さ
れ
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ

ク
部
会
と
し
て
、
長
年
1

４
４
時
間
の
短
縮
を
求
め

て
き
た
動
き
に
変
化
が
見

始
め
て
来
ま
し
た
。

「
標
準
的
な
運
賃
」
の
実

効
性
を
確
保
し
恒
久
法
に

す
る
事
、
ま
た
「
輸
送
・

荷
待
ち
・
荷
役
な
ど
に
関

す
る
輸
送
実
態
把
握
の
た

め
の
意
見
の
募
集
に
つ
い

て
」
な
ど
意
見
交
換
し
、

省
側
は
、
運
賃
届
け
出
に

つ
い
て
は
約
６

割
の
状
態
、
相

談
で
は
約
１
５

０
件
ほ
ど
の
企

業
か
ら
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
が
荷

待
ち
に
関
す
る

意
見
や
、
次
に
、

過
積
載
に
関
す

る
話
が
多
い
と

報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

組
合
側
は
意
見

を
し
っ
か
り
と

反
映
さ
せ
、
改

善
を
求
め
、
交

渉
は
終
了
し
ま

し
た
。

【
奥
貫
副
委
員

長
】

手から手へ仲間といっしょに読もう
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Ｔ
座
間
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で
１
０
組
織
目
～

参加した組合員の皆さんでの集合社員（上）

関根新分会長による団結ガンバロー（下）

３
．
２
中
央
行
動
に
参
加
し
、

ト
ラ
ッ
ク
運
輸
産
業
の
業
界
改
善
へ


